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問１. 梯川の源はどこか。 

① 大日山   ② 富士写ヶ岳   ③ 大山   ④ 鈴ヶ岳   ⑤ 火燈山 

 

問２. 梯川の流域では何時代から人々の生活が営まれてきたか。 

① 縄文時代   ② 弥生時代   ③ 平安時代   ④ 室町時代   ⑤ 江戸時代 

 

問３. 慶長５(1600)年、丹羽長重と前田利長が戦い、決着がつかず和睦を結んだ戦いはどれか。 

① 関ヶ原の戦い   ② 浅井畷の戦い   ③ 小牧・長久手の戦い 

④ 手取川の合戦   ⑤ 篠原の戦い 

 

問４. 串茶屋の廓は約何年で歴史の幕を閉じたか。 

① 約200年  ② 約250年  ③ 約300年  ④ 約350年  ⑤ 約400年 

 

問５. 板屋兵四郎は辰己用水(上辰巳から小立野台地、兼六園、金沢城、大手掘の約12キロに及ぶ大工事)

をどれだけで完成させたか。 

① ３年  ② ２年半  ③ ２年  ④ １年半  ⑤ １年 

 

問６. 小松空港を管理している省庁はどこか。 

① 防衛省と国土交通省    ② 文部科学省と防衛省  ③ 防衛省と警察庁 

④ 経済産業省と国土交通省  ⑤ 公安調査庁と警察庁 

 

問７. 前田利常が小松城に隠居したとき、菅原道真を祖先神として祀る社として創建した。どれか。 

① 葭島神社  ② 本折日吉神社  ③ 莵橋神社  ④ 安宅住吉神社  ⑤ 小松天満宮 

 

問８. 令和３(2021)５月８日、コマツ発祥の地で整備が進められていた観光スポットがオープン。ものづ

くりの歴史や里山の自然などを感じられる場所はどこか。 

① 尾小屋マインロード       ② 尾小屋鉱山資料館   ③ こまつアズスクエア 

④ 遊泉寺銅山ものがたりパーク   ⑤ こまつの杜 

 

問９. 初代 德田八十吉が大正５(1916)年に石川県美術工芸品展覧会に出品し、１等賞を獲得した作品は

どれか。 

① 深厚釉耀変化瓶    ② 葡萄模様花瓶    ③ 色絵軍扇散山水人物図平鉢 

④ 団扇図輪花台鉢    ⑤ 青手団扇文大皿 

 

問10. 「勝木賞」は、科学に対する興味・関心が高く、且つ研究意欲に富み、人文・自然科学ともに学業

成績優秀な者に贈られる賞であるが、対象学年はどれか。 

① 小学６年生  ② 中学１年生  ③ 中学３年生  ④ 高校１年生  ⑤ 高校３年生 

 

問11. ○○が20以上の医療施設を「病院」、○○が20未満の医療施設を「診療所」という。○○に該当す

るものは何か。 

① 医師の人数      ② 看護師の人数   ③ 一日当たりの患者数 

④ 診療室の面積(㎡)   ⑤ 入院ベット数 
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問12. たばこによる健康被害に当てはまらないものはどれか。 

① 皮膚疾患  ② 狭心症  ③ 肺がん  ④ 乳幼児の疾病  ⑤ 乳幼児の突然死症候群 

 

問13. ビオパークで検査されている項目のうち、間違っているのはどれか。 

① ＣＯＤ(化学的酸素要求量)  ② ＳＳ（浮遊物質）  ③ Ｔ－Ｎ（全窒素） 

④ ＦＥ(鉄分)           ⑤ Ｔ－Ｐ（全リン） 

 

問14. 小松市では、下水道の整備によって利益を受ける方に、下水道整備に係る事業費の一部を負担して

もらっている。この負担金を何というか。  

① 整備者負担金    ② 受益者負担金    ③ 事業者負担金 

④ 所有者負担金    ⑤ 権利者負担金 

 

問15. 北野ホープ賞の対象者はどれか。 

① 小学生３年生・４年生   ② 小学生４年生・５年生   ③ 小学生５年生・６年生 

④ 中学生１年生・２年生   ⑤ 中学生２年生・３年生 

 

問16. 小松市と姉妹都市提携を結んでいる都市の中で、人口が一番多い都市はどこか。 

① ゲイツヘッド市  ② スザノ市  ③ ビルボールド市  ④ 済寧市  ⑤ 桂林市 

 

問17. 南加賀の山で、一番標高が低い山はどれか。 

① 三童子山  ② 鞍掛山  ③ 動山  ④ 大倉岳  ⑤ 火燈山 

 

問18. 梯川河川の改修が完成したのはいつか。 

① 平成29(2017)年   ② 平成27(2015)年   ③ 平成11(1999)年 

④ 昭和52(1977)年   ⑤ 昭和9(1923)年 

 

問19. 小松市のイメージキャラクターであるカブッキーのデザインは誰に募集したか。 

① 市内の小学生    ② 市内の中校生    ③ 市内の高校生 

④ 小松市民      ⑤ 市内のデザイナー 

 

問20. 芦城小学校の前身である集義堂(小松学問所)が、小松の医者らが中心になり、藩の許可を得て京町

に設立された。それは何年か。 

① 寛永17(1640)年   ② 明和５(1768)年   ③ 寛政６(1794)年 

④ 文化11(1814)年   ⑤ 安政５(1858)年 

 

問21. 梅林院能順の弟子(越前屋歓生)が出版した能順連歌発句集のタイトルはどれか。 

① 梅の滴り   ② 梅の雫   ③ 梅と泪   ④ 朧月と梅   ⑤ 梅の風 

 

問22. 小松の曳山子供歌舞伎は、文化14(1817)年に能美郡奉行所の小吏が書いた文献によれば、明和3 

(1766)年、龍助町と西町から始まったとされている。その文献とはどれか。 

① 月の光   ② 小松旧記   ③ 梅鉢記   ④ 諏訪・山王祭礼記   ⑤ 蛍のひかり 

  



第２１回 ふるさと小松検定 ［上級編］ 

－ 3 － 

問23. 八日市地方史跡で発掘されていないものはどれか。 

① Ｌ字形カマド   ② 絵画土器   ③ メノウ製垂
すい

飾
しょく

 

④ 魚形木製品    ⑤ 柄付き鉄製 鉇
やりかんな

 

 

問24. 立花北枝が詠んだ「焼けにけりされども花はちりすまし」にある焼けたモノとはどれか。 

① 芭蕉の家   ② 自分の詠んだ句集   ③ 自分が育てた花 

④ 自分の家   ⑤ 芭蕉からの手紙 

 

問25. 石黒源次が、讃岐(香川県)の金比羅さん(金刀比羅宮)に石灯籠を奉納したと「蛍乃飛加里」という

古文書に記されている。この古文書はどこにあるか。 

① 小松市立図書館   ② 小松天満宮   ③ 多太神社 

④ 小松市立博物館   ⑤ 葭島神社 

 

問26. 米谷半平が廻船問屋をやめて、小松に「合資会社米谷銀行」を開設した。その理由は何か。 

① 小松停車場(駅)が県内で最初にできたから 

② 金沢・大聖寺に金融機関があるが、小松にないから 

③ 元々安宅で廻船問屋を営んでいたから 

④ 小松鉄工所(後のコマツ)ができたから 

⑤ 小松・能美の財界人からの要望 

 

問27. 葭島神社は、元は前田利常が、能登の石動山天平寺(現在の伊須流岐比古神社)の僧・高
たか

倉
くら

坊
ぼう

行
ぎょう

蔵
ぞう

 

院
いん

空
くう

清
せい

を召致し、掘割の梯川側に創建した寺である。その当時の寺名はどれか。 

① 寂光寺   ② 護国寺   ③ 高徳寺   ④ 石動寺   ⑤ 五穀寺 

 

問28. 加賀の丸いもは、もとは生姜のようにゴツゴツしたものであったが、あることで丸くなった。ある

こととは何か。 

① 手取川の氾濫      ② 梯川の氾濫   ③ 品種改良(伊勢丸いもとの交配) 

④ 農地改良(粘土土壌)   ⑤ 突然変異 

 

問29. 小松市は「秋冬ニンジン」の県内最大の産地である。品種は「アロマレッド」ともう一つは何か。 

① ひとみ®五寸   ② 天翔五寸   ③ 紅はやて   ④ 向陽２号   ⑤ 彩誉 

 

問30. 花山法皇は、西国三十三所の第１番・紀伊国 那智山と第33番・美濃国 谷○山からそれぞれ一文字

ずつ(「那」と「谷」)を取り、那谷寺と改名されたと伝えられている。それは何山か。 

① 谷ヶ山   ② 谷沢山   ③ 谷汲山   ④ 谷穂山   ⑤ 谷師山 

 

問31. 開創当時は越前(福井県)にあったが、朝倉氏に敗れたため加賀国に逃れてきた。のちに加賀門徒と

越前門徒の争いが寺院間の争いに発展し一揆に発展した。この寺とはどれか。 

① 本光寺   ② 本蓮寺   ③ 勝光寺   ④ 本覚寺   ⑤ 勧帰寺 

 

問32. 遊泉寺銅山ものがたりパークで見ることができないものはどれか。 

① 坑道   ② 大煙突   ③ 製錬所跡   ④ 堅坑跡    ⑤ 遊歩道 
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問33．茶室「仙叟屋敷ならびに玄庵」は、茶道裏千家十五代鵬雲斎汎叟千玄室氏が千家四代仙叟宗室居士

の遠忌を記念して先祖の供養のため、平成9年4月21日に小松市へ寄贈されたものである。その遠忌と

は何年か。 

① 200年   ② 250年   ③ 300年   ④ 350年   ⑤ 400年 

 

問34．大聖寺藩の豪商「吉田屋」の豊田伝右衛門は、文政7(1824)年、九谷古窯の隣に「吉田屋窯」を築

き、古九谷の復興を目指した。各地から名工を招いて、古九谷特有の重厚絢爛な「青手」の再現に注

力した。そのときに招いた人物は誰か。 

① 青木木米  ② 後藤才次郎  ③ 九谷庄三  ④ 薮六右衛門  ⑤ 粟生屋源右衛門 

 

問35. 森山啓は、『別冊小説新潮』(昭和37(1962)年7月発表)した「三郎と若枝」が、浦山桐郎監督、和

泉雅子主演の映画の原作となった。映画名はどれか。 

① 雑草のような命  ② 非行少女  ③ 太陽が大好き  ④ 風の吹く道  ⑤ 野菊の露 

 

問36. 飴山實は、昭和63(1988)年、「酢酸菌の生化学的研究」にて日本農芸化学会功績賞、中国文化賞を

受賞し、酢の研究では世界的権威者となった。また俳人としても活動し、俳誌「風」に参加し、自ら

も俳誌を創刊した。その創刊した俳誌はどれか。 

① 冬の華   ② おりいぶ   ③ 楕円律   ④ 雫   ⑤ 柚子の花 

 

問37. 石川県の加賀地方から中能登地方にかけて行われている習慣で、花嫁が結婚式当日に挨拶をするた

めに嫁ぎ先の家を訪れる。この時、「花嫁のれん」がある場所にかけられるがそこはどこか。 

① 玄関   ② 台所   ③ 神棚   ④ 縁側   ⑤ 仏間 

 

問38. 小松市のボランティア団体のうち、「つくしんぼ」の対象者はだれか。 

① 聴覚障がい者   ② 障がい児    ③ 高齢者 

④ 視覚障がい者   ⑤ 独居高齢者 

 

問39. 小松市では、健脚体操などを中心に行い、家に閉じこもりがちな高齢者や独居の高齢者等が同じ世

代の人やボランティアとの楽しいふれあいの場を持つことによって、生きがいと自立生活の助長、健

康や心身機能の維持向上を目指し、意義ある生活が続くことを目的として開催してものは何か。現在

１８１ヶ所で開催している。 

① いきいきサロン   ② 介護予防講座    ③ 認知症サポート講座 

④ はつらつ講座    ⑤ 声かけ・見守り講座 

 

問40. 障がい者の給付制度のうち、含まれないものはどれか。 

① 障害児福祉手当    ② 心身障害者扶養共済制度   ③ 日常生活用具給付事業 

④ 福祉バス助成事業   ⑤ 障害者温泉療養事業 

 

問41. 小松市の私立幼稚園型認定こども園の数はいくつか。 

① １つ   ② ２つ   ③ ３つ   ④ ４つ   ⑤ ５つ 

 

問42. 木場潟を取り囲む８町が構成する「木場潟を美しくする会」。毎年住民が、木場潟の環境保全を目

的に、ゴミ拾いを行っている。それは何月か。 

① ３月   ② ４月   ③ ５月   ④ ６月   ⑤ 10月 
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問43. 第３こまつ環境プラン(令和３(2021)年度～令和12(2030)年度の10年間)の基本目標でないものはど

れか。 

① みんなでアクション   ② 地球環境への思いやり   ③ 健康で豊かな自然との共生 

④ 循環型社会の形成    ⑤ 安全で快適な生活環境 

 

問44. 昭和23(1948)年5月に小松市体育協会(現 小松市スポーツ協会)が設立されたきっかけはどれか。 

① 第１回国民体育大会   ② 第２回国民体育大会   ③ 第１回インターハイ 

④ 第２回インターハイ   ⑤ 第２回インカレ 

     ※ インターハイ ････ 全国高等学校総合体育大会 

※ インカレ ････････ インターカレッジの略。大学対抗のスポーツ大会 

 

問45. 小松市スポーツ賞の受賞者で当てはまらない者はどれか 

① 田中 恵子   ② 中川 真依   ③ 松本 薫   ④ 岸 彩乃   ⑤ 松下 桃太郎 

 

問46. 令和6年度小松市文化賞贈呈式を受賞した人は何名か。 

① １名   ② ２名   ③ ３名   ④ ４名   ⑤ ５名 

 

問47. 小松市コミュニティバスを運行している企業はどこか。令和7(2025)年9月31日時点 

① 日本海観光バス  ② 北鉄加賀バス  ③ 北鉄白山バス 

④ ＪＲバス     ⑤ 小松バス 

 

問48. ＥＸＰＯメッセ「ＷＡＳＳＥ」(7/28(月)～7/31(木))で、九谷焼の「陶板の柱」と井波彫刻の「龍

の木彫」を用いて○○を表現した作品が展示された。○○に入るものはどれか。 

① 鎧・兜   ② 鳥居   ③ 地球儀   ④ 神輿   ⑤ 山門 

 

問49. KOMATSU全日本鉄人レース2025で行われていないものはどれか。 

① 鉄人  ② ロング  ③ ショート  ④ 山岳  ⑤ 団体 

 

問50. 下のロゴは、「Ｋｏｍａｔｓｕ 九」のロゴマークの一部を拡大したものである。この拡大したも

のは何をイメージしたものか。 

                   ① 山 (々木場潟から見た山 )々 

                   ② 波(安宅海岸から見た日本海のさざ波) 

                   ③ 織物(「加賀絹」発祥の地) 

                   ④ 麺(小松うどんの麺) 

                   ⑤ 石の文化(石の断面図) 


